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有田川町ふるさと応援基金を活用し、寄付者の皆さまの意向を具体的な事業に生かすために
「有田川町ふるさと応援基金活用推進計画」を定めています。

この計画をもとに、実施する事業を各課が提案し、審査の上で町長が決定。
町に活力が生まれるような新しい事業が始まりました。

る
い
て
れ
さ
録
登
民
住
に
町
当

20

上
以
歳

40

業
起
が
ど
な
方
の
満
未
歳

設
を
ど
な
所
務
事
に
内
町
、
際
る
す

業
起
、
に
件
条
を
ど
な
と
こ
る
す
置

る
す
助
補
を
部
一
の
費
経
な
要
必
に

業
起
て
し
用
活
を
業
事
の
こ
。
業
事

。
す
ま
い
も
人
何
が
方
た
し

）
度
年
９
１
０
２
（
度
年
元
和
令
※

。
了
終
は
分

S
N
S内

町

。
信
発
て
し
通
を
ム
ラ
グ
タ
ス
ン
イ
、
ど
な
店
お

に
町
川
田
有
「」
る
知
を
ろ
こ
と
い
い
の
町
む
住
の
ち
た
分
自
「

。
す
ま
い
て
し
と
的
目
を
と
こ
る
げ
な
つ
に
進
促
の
住
定
・
住
移
は
に
的
終

内
町

く
な
れ
も
を
財
化
文
の

を
成
作
帳
台
と
録
記
し
査
調

そ
、
で
と
こ
る
す
有
共
と
域
地

財
化
文
な
う
よ
の
ど
に
域
地
の

る
知
を
か
る
い
て
れ
さ
承
伝
が

き
で
が
と
こ

て
し
画
計
う
よ
る

く
づ
ち
ま
て
め
含
を
財
化
文
た

そ
で
域
地
、
ら
が
な
し
か
生
に
り

図
を
用
活
、
み
組
り
取
に
承
継
の

。
す
ま
い
て
し
と
的
目
を
と
こ
る

4



、
年
毎

11

ら
か
月

12

め
た
う
行
を
業
作
穫
収
の
ん
か
み
て
け
か
に
月

田
有
が
ら
彼
な
ん
そ
。
ち
た
者
若
の
者
働
労
節
季
る
い
て
来
に
き
働
に

3

は
保
確
の
段
手
動
移
の
ら
か

証
許
免
転
運
。
つ
一
の
題
問

ど
な
方
た
れ
さ
納
返
主
自
を

す
入
購
を
車
転
自
の
象
対
が

す
助
補
を
部
一
の
そ
、
際
る

。
す
で
業
事
る

象
対
や
額
助
補
の
業
事
本

誌
本
は
者

12
。
い
さ
だ
く
認

て
し
と
環
一
の
援
支
て
育
子

て
育
子
心
安
「
リ
プ
ア
け
向

aridagaw
a

・
娠
妊
。）
モ
子
母
（」

、
り
た
し
を
録
記
の
て
育
子
・
産
出

役
に
て
育
子

を
報
情
つ
立

と
こ
る
す
り

ま
き
で
が

。
す

を
回
巡
の
辺
周
川
河
、
に
心
中
を
区
地
る

見
と
さ
る
ふ
「
う
行
を
収
回
の
み
ご
、
し

。
す
ま
い
て
し
動
活
が
）
託

。
す
ま
り
図
を
全
保
境
環
や
制

4



広報ありだがわ 2月号に関するおわびと訂正／当コーナー「新春マラソン大会」の記事内、低学年男子の順位に誤りがありました。正しく
は「1位 夛谷 聡汰、2位松野 颯亮」（敬称略）です。ここに訂正しおわび申し上げます。

2 月 16 日（日）、和歌山市で「第 19 回
和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大
会」が行われました。この大会には県内
29 市町が参加し、 それぞれ小学生男女 2
人ずつ・中学生男女 3人ずつの計 10人が
10区間・21.1kmを走ります。
有田川町代表チームの結果は、1 時間
13分 18秒で、過去最高順位だった昨年を
上回る初の 8位入賞、さらに市町村新記録
賞を受賞しました。また、友石選手が区間
賞で 3位を、奥村選手が 5年連続登録競技
者賞を受賞しました。
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松本 つや子さん（清水）
（写真前列中央）

2月 10 日（月）、当町は和歌山弁護士会と「災害発生時における法律相
談業務等に関する協定」を締結しました。本協定は、有田川町で災害が発
生した際、町が法律相談会を開催する場合に和歌山弁護士会から弁護士を
派遣いただき、被災者の民事紛争解決に対する支援活動を迅速かつ円滑に
実施するためのものです。

川口 花代さん（金屋）
（写真前列中央）

（写真＝和歌山弁護士会 廣谷行敏会長（右）と中山町長（左））

1 月 30 日（木）、吉備庁舎にぶどう山椒生産者・地元関係者を招き、「ぶ
どう山椒の発祥地を未来につなぐプロジェクト」活動報告会を開催しました。
このプロジェクトは、ぶどう山椒の産地と消費地をつなぐことを目的とし、

龍谷大学経営学部藤岡ゼミがぶどう山椒生産者など地元関係者の協力を得て
取り組んでいるものです。
同ゼミはぶどう山椒の市場調査・企業提案などを実施し、現在全国に販路

を持つ企業が商品化を前向きに検討していること、農業などに関するプレゼ
ンテーション大会 ｢アグリカルチャーコンペティション 2019｣ に同ゼミが
初出場し活動内容を発表したところ、初出場にしてブロック優勝したことな
どを報告。生産者はじめ関係者からは、さらなる展開を期待する声が寄せら
れました。同プロジェクトは来年度も引き続き取り組む予定です。

そして 1月 24日（金）にはぶどう山椒生産者を中心に約 70人の来場者
を迎え、清水文化センターで「第 2回ぶどう山椒の生態研究　成果報告会」
を開催しました。報告は平成 29 年度（2017 年度）から研究に取り組む、
有田中央高等学校の仲里長浩教諭と、同校農業クラブの上久保翔斗さん・
小澤庄吾さん・酒井寛知さん・林浩大さんが行い、防草シートを活用した
幼木の生育特性、気象環境と生育の関係性などの研究成果を報告しました。

活動報告会を行った
龍谷大学経営学部藤岡ゼミの学生ら
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狂犬病は、かかった犬にかまれ、人にうつって発
症すると、ほぼ100％助からない恐ろしい病気です。
このような病気を流行させないために、表の日程

で狂犬病予防集合注射を行います。飼い主の人は飼
い犬（生後 3カ月以上）に予防注射を受けさせてく
ださい。

●注射の事故を防ぐため、犬を押さえることが
できる人が犬を連れてきてください。

●犬は健康体であることが前提です。
※注射の 1週間前から当日にかけて普段通り調子の
良いことが目安です。

●飼い犬のふんは必ず持ち帰ってください。
●次の犬は動物病院で注射を受けさせてくださ
い。
①犬を押さえる人がいないとき
②犬の体調が悪いとき、様子が普段と違うとき
③慢性的な病気を持っている犬
④最近、治療・予防注射などの処置を受けた犬
⑤興奮しやすい性格の犬
⑥妊娠・発情などで普段と違う状態にある犬
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子育ては行きつ戻りつ焦らずに、
子供の成長を楽しみましょう。

開設日時など
子育て悩み事相談 月曜日（要予約） 8:30 ～ 17:15

子育て相談・ほっとルーム 
＆お外遊び 火曜日～木曜日 9:00 ～ 11:00・13:30 ～ 16:30

あそびのひろば
●第 1・第 3金曜日／ 0～ 1歳半 
●第 2・第 4金曜日／ 1歳半～就学前 
※第 5金曜日はお休みです

10:00 ～ 11:30（9:30 受け付け開始） 

14:00 ～ 15:00（13:30 受け付け開始）

「たまてばこ」さんの 
絵本の読み聞かせ

奇数月の第 1金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 0～ 1歳半
偶数月の第 2金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 1歳半～就学前

にこにこひろば 
（1歳半～）

●第 4水曜日（3月 25 日）10:00 ～ 11:00 
　※ 9:30 受け付け開始　※受け付け後、10:00 まで自由遊び 
●内容／お散歩、保育所の園庭で遊ぼう　　●場所／金屋文化保健センター

●場所（にこにこひろば以外）／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

ほっとルームでは自由に遊んでお
しゃべりできる場所を、あそびのひろ
ばでは楽しいあそびを用意してお待ち
しています。
一緒に子育てを楽しみましょう！

骨粗しょう症予防
生活のポイント

・1日 3回、規則正しくバランスのと
れた食事をとりましょう
骨の健康のためにはカルシウムの摂取が大切です
が、カルシウムの吸収を促進するビタミンDなどの
栄養素も必要です。

・カルシウムをとりましょう
牛乳・乳製品や大豆製品、海藻類などを積極的に
摂取しましょう。

・適度な運動をしましょう
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　4月以降の実施予定は来月号の広報ありだがわなど

でお知らせします。

集団健診は
事前に申し込みが必要です！

申し込みは健康推進課（金屋庁舎）ま
たは清水行政局住民福祉室まで。
また、年齢・健康保険の種類によって
受診できる内容が異なります。

3 月 4日（水）・4月 1日（水）

■場所／金屋文化保健センター

3 月 2日（月）清水保健センター
3 月 5日（木）金屋文化保健センター
3 月 12 日（木）金屋文化保健センター
3 月 19 日（木）金屋文化保健センター
3 月 26 日（木）金屋文化保健センター
4 月 2日（木）金屋文化保健センター
4 月 6日（月）清水保健センター

4 カ月児健診［令和元年（2019 年）11 月生まれ］
　3月 24 日（火）13:00 ～ 13:15

10 カ月児健診［平成 31年（2019 年）4月生まれ］
　3月 3日（火）12:30 ～ 12:45

1 歳 6カ月児健診［平成 30年（2018 年）7月生まれ］
　3月 18 日（水）12:45 ～ 13:00

2 歳児健診［平成 29 年（2017 年）12 月生まれ］
　3月 25 日（水）12:45 ～ 13:00

3 歳 6カ月児健診［平成 28年（2016 年）8月生まれ］
　3月 11 日（水）12:45 ～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

3月 2日（月）・4月 6日（月）

■場所／清水保健センター

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～11:00

医療費状況（令和 2年（2020 年）1月）

実施時間

9:00～11:00

手のひらを上向きにした左手に、
右手の手のひらをあわせ、
右手を右にすべらせる。

このコーナーでは、日常生活で
使う手話を紹介します。

手話にチャレンジ！
「きれい」

第9回

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる
　相手などによって異なるため、
　ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。



住民による住民のための地域助け合い活動「ぬくもりの輪」をご

存じですか？

活動がスタートして半年がたちました。電球交換・話し相手などの

依頼があり、利用した方からは「用があるときだけ頼めるので助かる」

「（家族と）離れて暮らしているので様子を見に行ってくれて安心で

きる」などの声をいただいています。

「喜んでもらえると、自分自身も嬉しくなります。いくつになって

も誰かの役に立てることに喜びを感じます」と、ぬくもりの輪代表

の二階さん。これからも活動を続けていきます。

有田川町では、電動アシスト付き 3輪自転車の

購入費用を補助しています。

この補助事業を利用した方からは「前のように

自分で出かけられるのがうれしい」「自転車をこぐ

ので筋力が戻ってきた」という声をいただいてい

ます。

現在の対応可能地区
・北筋地区

・一ツ松地区

・高瀬地区

・垣倉地区

・畑浦地区

・金屋地区

・市場地区

・中井原地区

・修理川地区

申し込み・お問い合わせ「ぬくもりの輪」事務局
代表　二階 健  ☎ 52-7253 ・ 向林 義郎 ☎ 32-3392

住民助け合いグループ
ぬくもりの輪

●対象者／有田川町に住所を有する 65 歳以上の

方で介護保険および町事業認定者、または運転

免許証を自主返納した方

●補助額／対象経費（上限 15 万円）の 4分の 3

（1,000 円未満切り捨て）を補助します。補助の

上限額は 15万円× 4分の 3＝ 11万 2,000 円。

※購入の前に役場への申請が必要です。詳しくはお問い合わせください。

一緒に
「ぬくもりの輪」として
活動しませんか？

仲間がまだまだ少なく、

一部の地域での活動と

なっているので、一緒に

活動してくれる仲間を募

集しています。
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520人

544人

198人

24 人

2019年

救急統計
（傷病程度別）

計 1,286人

2019年

救急統計
（年齢別）

計 1,286人

乳幼児
（生後 28 日以上 7歳未満）

少年
（7歳以上 18 歳未満）5％ 3％

27％

65％

成人
（18 歳以上
　65 歳未満）高齢者

（65歳以上）
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1 月 9日（木）、小川小学校 5・6年生がわかやまジビエの調理体験を行いました。
有田振興局職員からジビエについて説明を受けた後、有田調理師会の方にお手本を見せてもらい、自分
たちでジビエソーセージ（シカ肉）のチャーハン、キャベツとジビエソーセージ（イノシシ肉）のクリー
ム煮などを作りました。
目の前でプロの調理の技を見せてもらい「おー！」「すごい！」と思わず声を上げて驚く子どもたち。「ど
の料理もおいしい！」と喜んでいました。

1月 18日（土）、金屋第二保育所で発表会を行いました。
0歳から 5歳児の園児がこの日のために頑張って練習した歌や合奏、ダンス、オペレッタ（小歌劇）を

大勢の保護者の前で披露しました。
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3 月開催予定の
図書関連のイベントについて

3 月 12 日（木）は蔵書点検のため臨時臨時休館いたします。
図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図
書室に設置）をご利用ください。

JR 藤並駅 2階
ちいさな駅美術館～ Ponte del Sogno ～

おいせまいりわんころう原画展
3/1（日）～ 3/31（火）
時間／平日 10:00 ～ 19:00、、土日祝 10:00 ～ 17:00
※月曜日休館（祝日の場合は翌日休館）
※ 3月 12 日（木）は臨時休館日
※最終日は 15:00 で終了

新着図書案内
■一般書
金太郎飴　……………………　磯崎憲一郎／著
奈落　……………………………　古市憲寿／著
梅と水仙　……………………　植松三十里／著
首　…………………………………　北野武／著
オカシナ記念病院　……………　久坂部羊／著
風間教場　………………………　長岡弘樹／著
清く貧しく美しく　……………　石田衣良／著

■児童書
いろいろ いろんな からだの ほん　
…　メアリ・ホフマン／作　ロス・アスクィス／絵
やきいもとおにぎり　…　みやにしたつや／著
チョコレート・ウォーズ
　…　エリス・ドラン／作　三辺 律子／絵

図書貸し出しカード切り替えのお願い
町の学校図書館を除く公共の図書施設をご利用の皆さまに

は、現在お持ちの利用カードから新しい利用カードへの切り替
えが必要となります。ご本人のお名前・現住所を確認できるも
の（住所が印字されているもの）をお持ちの上、新しいカード
の交付手続きを行っていただきますようお願いいたします。

●交付場所／金屋図書館・ALEC・ちいさな駅美術館・しみず
図書室

●無料交付期間／～ 3月 31日（火）
　※ 4月 1日以降は再発行手数料（300 円）が必要です。

3 月の移動図書館
3月 3日（火）　小川小学校　　　13:00～13:30
3月 4日（水）　こころの医療センター　14:10～14:30
3月 6日（金）　八幡小学校（返却のみ）　12:40～13:00

　西ケ峯小学校（返却のみ）　15:25～15:45
3月 10日（火）　石垣小学校（返却のみ）　13:00～13:30
3月11日（水）　安諦小学校（返却のみ）　12:40～13:00

　しみず園　　　　15:30～16:00
3月12日（木）　鳥屋城小学校（返却のみ）　13:00～13:30
3月17日（火）　小川小学校（返却のみ）　13:00～13:30
3月18日（水）　こころの医療センター　14:10～14:30

毎月開催しているおはなしマラソン・えほんひ
ろばに関して、新型コロナウイルス感染症などの
影響を鑑み、3月分は中止となりました。また、3
月 28 日（土）開催予定だったちいさな駅美術館
での絵本作家による絵本ライブも中止とさせてい
ただきます。
また、3月 28日（土）・29日（日）に開催予定
だった「えほんでわっしょい 14」についても延期
いたします。なお、延期日に関しては決まり次第、
町ホームページや広報ありだがわなどでお知らせ
します。
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令和元年（2019 年）11月 27日（水）に清水地域の
学校・事業所訪問を行いました。また、11月 28日（木）
に JR藤並駅で街頭啓発を行い、吉備・金屋地域の学校
訪問を行いました。

（左写真＝事業所訪問の様子、右写真＝ JR藤並駅での啓発活動の様子）

4



{

◆
◆
◆

3

談
相
政
行
の
月

●
3
月
18

）
水
（
日

　

9

12

時

）
舎
庁
備
吉
（
課
務
総

の
上
営
経
の
ま
さ
皆
の
者
業
事

す
ま
し
け
受
お
」
談
相
ず
ろ
よ
「

に
国
全
が
国
は
」
点
拠
援
支
ず
ろ
よ
「

事
。
す
で
所
談
相
営
経
の
料
無
る
す
置
設

営
経
・
大
拡
げ
上
り
売
に
ま
さ
皆
の
者
業

談
相
ご
に
軽
気
お
を
み
悩
お
の
ど
な
善
改

談
相
張
出
に
的
期
定
、
う
よ
る
け
だ
た
い

。
す
ま
い
て
し
催
開
を
会●

時
日

第
月
毎
／

1
・
3

日
曜
木

 

9
時

30

17
時
15
分

く
除
を
始
年
末
年
・
日
祝
※●

所
場

浅
湯
町
浅
湯
（
局
興
振
田
有
／

2
3
5
5
‐
1
）

●

用
費

料
無
／

要
必
約
予
に
的
本
基
※

https://
yorozu-w

akayam
a.jim

dofree.com
/

出
張
相
談
会
/

）

益
公
（
点
拠
援
支
ず
ろ
よ
県
山
歌
和

）
内
団
財
興
振
業
産
ま
や
か
わ
人
法
団
財

　

０
０
１
３
‐
３
３
４
‐
３
７
０
☎

◆
◆
◆

 

in 

島
ぎ
ら
あ

 

春

策
散
の
景
風
原

　

験
体
り
作
灯
行

学
を
史
歴
ら
が
な
き
歩
を
域
地
水
清

ン
セ
験
体
等
工
木
、
中
途
。
す
で
ト
ン
ベ

行
灯
をい

な
き
で
が
と
こ
る
入
段
普
！
す
ま
り
作

？
か
ん
せ
ま
じ
感
を
景
風
原
、
ら●

時
日

／
4
月
18

）
土
（
日

9

15
時荒

。
止
中
は
合
場
の
天
荒
、
行
決
雨
小
※

に
方
夕
日
前
、
合
場
る
れ
さ
想
予
が
天

。
す
ま
し
を
断
判
施
実

●

所
場
合
集

場
車
駐
局
政
行
水
清
／

●

員
定

／
25
人

加
参
で
伴
同
者
護
保
は
下
以
生
学
小
※●

費
加
参

弁
・
料
験
体
（
円
０
０
０
２
／

）
む
含
を
代
当

●

約
程
行
全
／

7
㎞

●

物
参
持

保
康
健
・
物
み
飲
・
費
加
参
／

オ
タ
・
え
替
着
・
具
雨
・
止
防
・
証
険

ど
な
薬
備
常
・
ル

●

間
期
付
受
込
申

／
3
月
9

3
月
23

）
月
（
日

。
選
抽
は
合
場
の
数
多
み
込
し
申
※●

法
方
み
込
し
申

（
ル

s.san
g
y
o
sh
in
k
o
@
to
w
n
.

aridagaw
a.lg.jp

消
（
き
が
は
・
口
窓
・）

み
込
し
申
お
で
か
れ
ず
い
の
）
効
有
印

名
氏
①
、
時
込
申
。
い
さ
だ
く

 

住
②

所 

は
合
場
の
人
数
複
（
号
番
話
電
③

）
記
明
を
者
表
代

 

を
―
―
日
月
年
生
④

。
い
さ
だ
く
て
し
達
伝
・
記
明

室
興
振
業
産
局
政
行
水
清

4



●

所
場
付
受

舎
庁
屋
金
（
課
進
推
康
健
／

1

舎
庁
備
吉
（
課
民
住
・）
階

1

・）
階

局
政
行
水
清
（
室
祉
福
民
住

1

、）
階

所
張
出
各

●

物
ち
持

証
険
保
康
健
・

（
券
診
受
診
健
定
特
・

30

39

と
方
の
歳

は
方
の
者
入
加
険
保
療
医
者
齢
高
期
後

）
要
不

鑑
印
・

、
は
券
診
受
診
健
定
特
※

40

74

有
の
歳に

者
入
加
険
保
康
健
民
国
町
川
田

3
月い

色
黄
の
定
予
送
郵
に
宅
自
ご
、
頃
末

。
す
で
紙

●
1

 き
だ
た
い
で
ん
選
を
つ
１
か
ら
ち
ど
の

。
ん
せ
ま
り
あ
は
検
受
の
」
ク

。
す
ま
き
で
検
受
け
だ
回
１
に
内
度
年
※

。
す
ま
い
て
れ
ま
含
が
診
健
定
特
も
に

●

類
種
と
関
機
療
医
査
検

間
人
①
／
）
町
川
田
有
（
院
病
南
田
有
・

◆
◆
◆

和
令

2

）
度
年
０
２
０
２
（
度
年

1

（
者
入
加
険
保
康
健
民
国
町
川
田
有

30入
加
険
保
療
医
者
齢
高
期
後
と
）
上
以
歳

関
機
療
医
査
検
、
に
象
対
を
ま
さ
皆
の
者

る
す
検
受
で

1

て
し
意
留
に
点
の
次
。
す
ま
し
施
実
を
成

。
い
さ
だ
く
み
込
し
申
お●

日
付
受
込
申

・
4
月
3

け
付
け
受
を
分
検
受

・
4
月
6

て
し
約
契
が
町
ら
か
）
月
（
日

セ
病
人
成
（
関
機
療
医
の
て
べ
す
る
い

※
4
月
3

・）
金
（
日

6

、
み
の
）
月
（
日

配
で
舎
庁
屋
金
と
舎
庁
備
吉
を
券
理
整

間
時
始
開
布
配
の
券
理
整
。
す
ま
し
布は

7
時
30

前
り
よ
れ
そ
。
す
で
ら
か
分

券
理
整
も
て
い
だ
た
い
て
来
に
間
時
の

り
入
ち
立
の
へ
内
舎
庁
と
り
取
け
受
の

。
い
さ
だ
く
承
了
ご
。
ん
せ
ま
き
で
は

は
間
時
始
開
付

9

お
を
約
予
。
す
で
時

は
の
る
き
で
り
取

9

の
る
な
に
降
以
時

。
い
さ
だ
く
意
注
ご
、
で

●

限
期
付
受
込
申

和
令
／
者
入
加
険
保
康
健
民
国
・

3
年

（

1
2
0
2

）
年

3

で
ま
旬
中
月

員
定
／
者
入
加
険
保
療
医
者
齢
高
期
後
・

了
終
け
付
け
受
で
点
時
た
し
達
に

間
人
①
／
）
市
田
有
（
院
病
立
市
田
有
・

ク

人
①
／
）
町
浅
湯
（
院
病
田
有
会
生
済
・●

他
の
そ

方
の
者
入
加
険
保
康
健
民
国
町
川
田
有
・

「
に
時
付
送
証
険
保
、
は
に

1

。
す
ま
し
付
送
に
緒
一
を
」
内
案
ク

に
方
の
者
入
加
険
保
療
医
者
齢
高
期
後
・

ま
り
あ
が
限
上
は
に
金
成
助
る
す
対

な
異
が
額
担
負
己
自
と
方
の
者
入
加
険

さ
だ
く
意
注
ご
で
の
る
あ
が
合
場
る

さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お
は
く
し
詳
。
い

。
い

）
舎
庁
屋
金
（
課
進
推
康
健◆

◆
◆

3

血
献
の
月

●
3
月
12

）
木
（
日

　

9
時
30

11
時
30
分

会
な
ば
ち
た
人
法
療
医
・

 

院
病
岡
西

　

15

16
時
30
分

）
舎
庁
屋
金
（
課
進
推
康
健◆

◆
◆

す
ま
し
付
送
を
証
険
保
い
し
新

者
険
保
被
康
健
民
国
の
用
使
ご
在
現

和
令
は
限
期
効
有
の
）
証
険
保
（
証

2
年

（

0
2
0
2

）
年

3
月
31

。
す
で
で
ま
日

4
月
1

し
新
く
だ
た
い
用
使
ご
ら
か
日

、
は
証
険
保
い

3

易
簡
次
順
ら
か
旬
下
月

。
す
ま
し
け
届
お
で
便
郵
留
書

3

ま
末
月

く
い
使
お
を
証
険
保
の
ち
持
お
在
現
は
で

。
い
さ
だ

役
は
証
険
保
い
古
た
れ
切
が
限
期
効
有

て
し
分
処
で
分
自
ご
、
か
る
す
却
返
に
場

。
い
さ
だ
く

滞
、
で
方
る
あ
の
納
滞
に
税
険
保
康
健
※

滞
。
す
ま
し
付
交
を
ど
な
証
険
保
い
短

い
て
め
納
に
か
や
速
ず
せ
に
ま
ま
の
納

く
だ
た
い
て
し
を
談
相
付
納
か
く
だ
た

。
す
ま
し
い
願
お
う
よ

）
舎
庁
備
吉
（
課
民
住



も
た
れ
さ
夫
工
り
よ
、
ど
な
上
向
の
性
存

。
す
ま
り
あ
も
の●

す
で
薬
る
き
で
頼
信

生
厚
、
し
た
満
を
準
基
全
安
の
様
同
と
品

る
い
て
し
ア
リ
ク
を
準
基
認
承
の
省
働
労

。
す
で
薬
る
き
で
頼
信●

を
談
相
に
ん
さ
者
医
お
は
ず
ま

医
た
ま
。
ん
せ
ま
り
あ
は
で
け
わ
る
あ
が

の
所
療
診
や
院
病
、
で
の
な
品
薬
医
用
療

。
す
で
要
必
が
箋
方
処
る
よ
に
師
医

あ
も
合
場
る
す
断
判
が
師
医
と
い
い
が
方

。
す
ま
り●

に
合

1

が
額
担
負
己
自
の
月
カ

1
0
0を

方
る
あ
が
性
能
可
る
れ
さ
減
軽
上
以
円

し
付
送
を
」
せ
ら
知
お
る
す
関
に
品
薬
医

年
は
期
時
付
送
。
す
ま
い
て

2

、
回

6
月

（
旬
下

4

と
）
分
療
診
月

12

（
旬
下
月

10

。
す
で
）
分
療
診
月

。
ん
せ
ま
り
あ
は
で
の
も
る
す
制
強
を

。
す
ま
り
あ
も
合
場

●

す
ま
い
て
し
り
配
お
を

る
き
で
約
節
を
担
負
口
窓
の
ま
さ
皆

き
続
手
え
替
り
切
の
険
保
療
医

か
す
で
い
な
は
で
れ
す
わ
お

族
家
・
き
と
た
め
や
を
険
保
康
健
の
場
職
【

】
き
と
た
れ
外
ら
か
養
扶
の
険
保
康
健
の

い
し
新
、
て
め
や
を
険
保
康
健
の
場
職

で
ま
る
す
入
加
に
ど
な
険
保
康
健
の
場
職

手
の
入
加
へ
険
保
康
健
民
国
、
は
間
期
の

。
す
で
要
必
が
き
続●

の
も
な
要
必
に
請
申

書
明
証
失
喪
格
資
険
保
康
健
・

合
組
険
保
康
健
は
た
ま
社
会
は
書
本
※

き
て
え
控
を
号
番
話
電
の
社
会
ば
れ

。
い
さ
だ
く
て

）
印
め
認
（
鑑
印
の
主
帯
世
・

許
免
転
運
（
類
書
認
確
人
本
の
者
庁
来
・

）
ど
な
証

家
・
き
と
た
し
入
加
に
険
保
康
健
の
場
職
【

い
て
し
入
加
に
険
保
康
健
民
国
、
在
現

険
保
康
健
の
場
職
（
険
保
の
他
、
で
方
る

け
届
ず
必
、
は
合
場
た
し
入
加
に
）
ど
な

。
い
さ
だ
く
て
出●

の
も
な
要
必
に
請
申

証
険
保
康
健
の
場
職
（
証
険
保
い
し
新
・

）
ど
な

）
め
た
の
却
返
（
証
険
保
康
健
民
国
・

）
印
め
認
（
鑑
印
・

許
免
転
運
（
類
書
認
確
人
本
の
者
庁
来
・

）
ど
な
証

、
は
合
場
い
な
で
帯
世
一
同
が
者
庁
来
※

。
す
で
要
必
が
状
任
委

ま
り
あ
が
合
場
る
な
と
要
必
が
入
記

●

他
の
そ

医
、
後
た
れ
さ
入
加
に
険
保
康
健
の
他

康
健
民
国
、
合
場
た
け
受
を
療
診
て
し
示

て
し
還
返
を
額
金
た
れ
わ
払
支
ら
か
険
保

。
す
ま
り
な
に
と
こ
く
だ
た
い

い
し
新
、
れ
さ
入
加
に
険
保
康
健
の
他

注
ご
は
間
の
で
ま
く
届
に
元
手
が
証
険
保

。
い
さ
だ
く
意

）
舎
庁
備
吉
（
課
民
住

費
療
医
る
か
か
に
代
薬
、
で
と
こ
る
す
用

一
人
一
。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
す
約
節
を

効
な
き
大
は
で
体
全
度
制
、
が
約
節
の
人

。
す
ま
み
生
を
果●

く
安
が
格
価
て
べ
比
に
品
薬
医
発
先
、
は

く
軽
が
担
負
の
代
薬
、
り
お
て
れ
さ
定
設

。
す
ま
り
な

に
う
よ
る
な
く
す
や
み
飲
は
に
中
た
ま

保
や
良
改
の
い
お
に
・
味
・
さ
き
大
の
薬

、
め
た
る

の
へ
品
薬

え
替
り
切

を
志
意
の

伝
に
軽
手

と
こ
る
え

る
き
で
が

し
り
配
お

）
舎
庁
備
吉
（
課
民
住◆

◆
◆

度
制
助
援
学
就

の
へ
校
学
中
・
小
、
で
由
理
な
的
済
経

対
に
者
護
保
の
徒
生
童
児
な
難
困
が
学
就

の
ど
な
費
食
給
校
学
・
費
品
用
学
、
て
し

。
す
ま
り
あ
が
度
制
る
す
助
援
を
用
費

て
い
づ
基
に
準
基
定
認
が
会
員
委
育
教

」
徒
生
童
児
護
保
要
準
び
よ
お
護
保
要
「

希
。
す
ま
い
行
を
助
援
に
合
場
た
め
認
と

中
・
小
る
い
て
し
席
在
、
は
方
る
れ
さ
望

。
い
さ
だ
く
出
し
申
お
で
ま
長
校
学

）
舎
庁
屋
金
（
課
育
教
も
ど
こ



】
卒
院
・
般
一
【】
度

】
度
程
卒
大
・
般
一
【
／
格
資
・

22

以
歳

上
26

者
の
満
未
歳

　

】
卒
院
・
般
一
【

20

上
以
歳

28

程
課
士
修
（
者
の
満
未
歳

））
む
含
み
込
見
（
ど
な
者
了
修

／
間
期
付
受
・

3
月
1

5
月

1

）
金
（
日

・
1

／
日
験
試
次

5
月
9

・）
土
（
日

10

）
日
（
日

・

本
力
協
方
地
山
歌
和
隊
衛
自
／
場
会
験
試

目
丁
１
港
築
市
山
歌
和
（
舎
庁
部

14
‐
6
）

●

】
科
剤
薬
・
科
歯
【
集
募
の
生
補
候
部
幹

）
む
含
み
込
見
（
卒
大
の
門
専
／
格
資
・

で
20

上
以
歳

30

者
の
満
未
歳

／
間
期
付
受
・

3
月
1

5
月

1

）
金
（
日

・
1

／
日
験
試
次

5
月
9

）
土
（
日

知
通
途
別
／
場
会
験
試
・●

集
募
の
部
幹
科
歯
・
科
医

・

者
得
取
許
免
の
師
医
科
歯
・
師
医
／
格
資

／
間
期
付
受
・

2
月
1

4
月

17

）
金
（
日

／
日
験
試
・

5
月
9

）
土
（
日

知
通
途
別
／
場
会
験
試
・※

要
齢
年
、
も
て
い
つ
に
目
種
の
れ
ず
い

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お
は
部
細
の
件

部
本
力
協
方
地
山
歌
和
隊
衛
自
省
衛
防

 町
崎
宮
市
田
有
（
所
内
案
集
募
田
有1

0
6
‐
2
）　

１
３
６
６
‐
２
８
☎

　

E-m
ail  w

akayam
a.pco-arita@
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od.go.jp

い
て
れ
さ
録
登
民
住
に
町
川
田
有
③

者
る

 

④
65

和
令
（
者
の
下
以
歳

2
年

（

0
2
0
2

）
年

4
月
1

）
在
現
日

お
は
て
い
つ
に
件
条
用
雇
の
他
の
そ
※

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問

●

法
方
考
選

・
験
経
・
物
人
（
験
試
接
面
／

）
接
面
別
個
の
て
い
つ
に
ど
な
格
性

●

き
続
手
み
込
し
申

を
書
込
申
の
定
所
／

出
提

●

間
期
付
受

／
2
月
10

3
月

23

）
月
（
日

。
う
伴
に
時
日
庁
開
場
役
※

）
舎
庁
備
吉
（
課
務
財

せ
ら
知
お
の
ら
か
隊
衛
自
・
省
衛
防

目
種
各

 

集
募
の
官
衛
自

●

集
募
の
生
補
候
官
衛
自

／
格
資
・

18

上
以
歳

33

者
の
満
未
歳

／
間
期
付
受
・

3
月
7

で
ま
）
土
（
日

／
日
験
試
・

3
月
8

）
日
（
日

・

本
力
協
方
地
山
歌
和
隊
衛
自
／
場
会
験
試

目
丁
１
港
築
市
山
歌
和
（
舎
庁
部

14
‐
6
）

●

】
能
技
【】
般
一
【集
募
の
補
官
衛
自
備
予

】
般
一
【
／
格
資
・

18

上
以
歳

34

満
未
歳

者
の
　

】
能
技
【

18

国
で
者
の
上
以
歳

者
る
す
有
を
ど
な
格
資
家

／
間
期
付
受
・

4
月
10

で
ま
）
金
（
日

／
日
験
試
・

4
月
18

22

）
水
（日

る
れ
さ
定
指
ち
う
の

1
日

知
通
途
別
／
場
会
験
試
・●

程
卒
大
・
般
一
【
集
募
の
生
補
候
部
幹

の
徒
生
・
生
学
る
す
学
在
は
た
ま
学
入
へ

な
。
す
で
度
制
資
融
的
公
の
け
向
者
護
保

世
る
き
で
用
利
と
校
学
の
象
対
資
融
、
お

。
す
ま
り
あ
が
件
要
に
収
年
の
帯●

額
限
上
の
資
融

徒
生
・
生
学
／

1

に
人

き
つ

0
5
3

円
万

●

率
利

年
／

1

71

年
元
和
令
（
％

（

9
1
0
2

）
年

9
月
2

）
在
現
日

６
５
６
８
０
０◆

◆
◆

集
募
員
業
作●

数
人
集
募

／
4

度
程
人

●

容
内
業
作

の
い
沿
路
道
や
設
施
有
町
／

ど
な
採
伐
や
定
ん
せ
、
掃
清
や
り
刈
草

●

間
期
用
雇

和
令
／

2

（
年

2
0
2
0

）
年

5

10

約
（
末
月

6

）
月
カ

●

ど
な
件
条
務
勤
・
格
資
募
応

業
失
①
／

よ
お
者
の
中
動
活
職
就
り
よ
に
ど
な

和
令
び

2

（
年

0
2
0
2

）
年

5
月

1

者
の
定
予
職
離
に
で
ま
日

 

通
普
②

（
許
免
転
運
車
動
自

A
T

）
可
不
定
限

者
な
能
可
が
業
作
た
し
用
使
を
ど
な

 

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告



●

日
り
切
め
締
込
申

／
4
月
14

）
火
（
日

、
み
込
し
申
お
の
降
以
日
り
切
め
締
※

。
す
で
能
可
も
加
参
中
途

）
舎
庁
屋
金
（
課
祉
福
ぎ
ら
す
や

◆
◆
◆

の
水
排
易
簡
と
水
排
落
集
業
農

水
排
易
簡
と
金
料
設
施
水
排
落
集
業
農

由
理
の
次
、
て
い
つ
に
料
用
使
設
施
理
処

。
い
さ
だ
く
て
出
け
届●

区
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易
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●

）
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に
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も
る
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に
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の
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課
道
水
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◆
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に
祉
福
の
者
齢
高
や
険
保
護
介

す
ま
い
行
を
査
調
る
す
関65
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て
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を
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要
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歳

齢
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や
険
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護
介
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方
い
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。
す
ま
い
行
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査
調
る
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関
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て
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は
査
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存
度
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の
ど
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要
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な
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の
ど

る
す
備
整
を
ど
な
策
施
祉
福
者
齢
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や
ス
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す
で
の
も
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と
料
資
の
め
た

ま
し
送
郵
を
票
査
調
は
に
方
の
象
対
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す
ま
し
い
願
お
を
力
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ご
。
す●

間
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／
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）
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（
日

●

象
対

／
65

護
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要
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の
上
以
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1
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）
外
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）
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（
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援
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寿
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！
う
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守
ら
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シ
・
シ
シ
ノ
イ
を
地
園
樹
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田

助
補
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資
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係
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護
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害
獣
鳥

の
め
た
る
守
ら
か
獣
鳥
生
野
を
物
作
農

材
資
、
に
象
対
を
方
る
す
置
設
を
ど
な
柵

。
す
ま
し
助
補
を
部
一
の
費

は
細
詳
。
す
ま
り
わ
変

問
お
、
か
く
だ
た
い
認

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い●

間
期
込
申

／
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月
1

※

が
算
予
。
す
ま
し
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交
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内
囲
範
の
算
予

。
了
終
け
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け
受
は
合
場
た
し
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に
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上
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金
（
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業
産

集
募
者
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受
会
習
講
話
手

、
に
う
よ
る
け
だ
た
い
で
ん
し
親
に
話
手

和
令

2

（
度
年

0
2
0
2

手
も
）
度
年

ま
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ら
か
手
。
す
ま
し
催
開
を
会
習
講
話●

法
方
み
込
し
申

口
窓
は
た
ま
話
電
／

対象・内容 講習日時（※ 1） 場所

初心者クラス 基礎からきっちり
学びたい方

毎月第 1・第 3水曜日
14 時～ 15 時 30 分
※初回は 4月 15 日（水）

金屋庁舎 2階
大会議室

ステップ
アップクラス レベルアップしたい方

毎月第 1・第 3金曜日
19 時～ 20 時 30 分
※初回は 4月 17 日（金）

金屋庁舎 2階
大会議室

こどもクラス
小学 3年生
～中学 3年生で
手話に関心のある方

金屋庁舎 2階
小会議室

（ ※ 1）4月～令和 3年（2021 年）3月まで、全クラス 23 回を予定。
　　　参加希望者には申込締め切り日以降、改めて日程をご連絡します。

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）
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す
ま
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わ
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が
処
事
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き
引
お
を
泉
温
峡
恵
明
や
な
か
も
つ
い

ざ
ご
う
と
が
り
あ
に
誠
、
き
だ
た
い
て
立

。
す
ま
い

3
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1

）
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お
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す
ま
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も
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ご
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続
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食
会
ご
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ご
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屋
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す
ま
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ち
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よ
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恵
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や
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か
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「
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食
お
・
６
２
５
５

　

☎

１
０
７
５
‐
２
３

編集後記
第 17回和歌山県広報コンクール
広報紙の部 町村部で 1位になりました！
先日、和歌山県広報コンクールの結果が発表されました。
広報コンクールは毎年行われており、全国で発行されている広報紙

を企画や文章、デザイン、写真などの点で評価する、“広報界の甲子園 ”
のようなものです。今回の和歌山県広報コンクールは言うならば和歌
山県内の地区予選。各部門で 1位になると、全国広報コンクールに推
薦してもらうことができます。部門は広報紙の部、写真の部、映像の
部の 3つに分けられています。私が主担当となってから、写真の部の
中の一枚写真の部・組写真の部の 2部門で 1位をいただいたことがあっ

たのですが、広報紙の部では 1位をとれたことがありませんでした。
今年は令和元年（201 9年）9月号を提出。防災の特集を組んだもので、
これを機に行動に移してみようと思ってもらえたら、と考えてつくっ
た号です。審査員の方からは「テーマ設定から内容に至るま で、取り
置きしたいと思える広報紙を作られているのは素晴らしいと感じまし
た。防災をテーマに分かりやすく構成し、具体的に示しているのがと
ても良いです」「表紙の写真は地元ならではの祭りのイメージが伝 わ
ります」と講評いただきました。「 1位」をいただくことは大人になっ
てからそんなにないことなので、とても光栄に思います。
今月号も頑張って作ったので、楽しみながら見てもらえたら幸いで

す！

（いつも見ていただいている皆さまのおかげ　広報担当）

4

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）



3

30 3

3 各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、
【　】内の担当までお問い合わせください。
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